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子
ど
も
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
を

愛
読
し
て
い
る
と
い
う
理
紗
ち
ゃ

ん
は
、
親
や
友
だ
ち
の
服
に
興
味

津
々
で
す
。
自
分
で
も
服
を
何
度

も
着
替
え
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
最
近
は
〝
あ
り
が
と
う
〟
や
〝
ご

め
ん
な
さ
い
〟
と
言
え
る
よ
う
に

な
っ
た
理
紗
ち
ゃ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大
切
に
し

て
い
る
一
方
で
、
家
族
や
友
だ
ち
か

ら
も
可
愛
が
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
龍
介
さ
ん
、
さ
お
り
さ
ん
の
長
女
）

　　　　　 こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
わ
が
家
の
人
気
者
」
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
２
～

３
歳
ぐ
ら
い
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報

係
ま
で
ご
連
絡
を
！
（
☎
� 
３
１
１
１
内
線
３
３
７
）

 

小こ

さ

か坂 

理り

さ紗 

ち
ゃ
ん

わが家の 人気者　　

36

飯
山
市
美
術
館
情
報

●入館料：大人300円、市内の小・中学生入館無料
 （引率、同伴の方を含む）
●開館時間:午前9時～午後5時
●休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
●お問い合わせ：飯山市美術館  ☎ 62－1501

 

編
集
後
記

第27回 地球温暖化防止のためのＣＯ２の削減
ライトダウンキャンペーンへ参加を！

地球や人に優しいまちに

　
『
飛
鳥
・
法
輪
寺
』
長
谷
川
青
澄
（
１
９
１
６
～
２
０
０
６
）

　
奈
良
の
法
輪
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
薬
師
如
来
坐
像
を

描
い
た
作
品
。

▼
飯
山
城
は
軍
事
・
物
流
の
要
衝
と
し
て
、

時
の
権
力
者
の
勢
力
下
で
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主

人
公
、
直
江
兼
続
の
母
親
が
、
時
の
飯
山

城
主
泉
弥
七
郎
重
蔵
の
娘
で
あ
っ
た
と
の

歴
史
的
な
見
解
な
ど
も
あ
り
、（
※
）
飯

山
に
と
っ
て
歴
史
的
に
も
魅
力
あ
る
城
で

す
。
▼
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
を
前
に
、「
回

遊
性
の
あ
る
ま
ち
」
を
創
出
す
る
た
め
、

城
山
を
中
心
と
し
た
各
観
光
ポ
イ
ン
ト
や

商
店
街
を
つ
な
ぎ
「
歩
く
旅
」
な
ど
が
提

案
さ
れ
た
「
第
２
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
▼
歴
史
あ
る
飯
山

城
址
や
正
受
庵
と
、こ
れ
か
ら
歴
史
を
創
っ

て
い
く
「
高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
」
な
ど
を

つ
な
ぐ
こ
の
計
画
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

鈴
木

常
設
展
示　
長
谷
川
青
澄
、
佐
藤
武
造
、寺
瀬
黙
山
な
ど
、

郷
土
ゆ
か
り
の
美
術
家
の
作
品
を
展
示
し
てい
ま
す
。

「エコなくらし」へのご意見をお寄せください
市民環境課生活環境係　☎62－3111　内線192

　環境省では、2003 年から、国民一人ひとりに
対し、日頃いかに照明を使用しているかを実感し
ていただきたいと、6 月 20 日（日）から 7 月 7
日（水）までの間、「ＣＯ２削減／ライトダウンキャ
ンペーン」を実施しています。特に 6 月 21日（月：
夏至）と 7 月 7 日（水：クールアースデー）の夜 8 時
から 10 時までの 2 時間程度は、ライトアップ施
設や各家庭の電気を一斉に消すことを呼びかけて
います。皆さん、ほんの少し参加してみませんか。
　6月20日（日）エコパーク寒川フェアの体験コー
ナーで廃食用油活用のエコキャンドル作り講習を
行います。この機会にオリジナルキャンドルを作
り、6 月 21日、7 月 7 日の夜は電気を消してキャ
ンドルを灯

とも
し、家族や友人で星空を見上げながら

グラス片手に語り合う、そんなキャンドルナイト
を楽しんではいかがですか。

※大河ドラマでは、兼続の父「樋口惣右衛門兼豊」の後妻として描かれていました。


